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あなたにとっての「ここちよい鬼無里」とは？？ 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

きなさのごはん …ないものは食べない…秋のランチ会開催 
 

11 月 13 日、“ふっどうっど”をお借りしてとうふづくりをしました。 

今回のメニューは『えごまくらぶ・だいずくらぶ』で収穫した、無農薬大

豆で作った、できたての「おぼろ豆腐」に、おからの入ったサラダやケー

キ、旬の野沢菜や大根葉の炒め物ときのこ汁。総勢42名で美味しくいた

だきました。「豆腐ってわりと簡単に作れるんですね」という発見、「うち

の子がいつもより沢山食べてる」という嬉しい声。 

ごはんのおはなしのテーマは「調味料」。何を隠そう今回使った味噌

もしょうゆも鬼無里産の自家製!!う～ん、なんて贅沢なんだろう♪ 
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理
事 

和
田 
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私
は
Ｕ
タ
ー
ン
組
で
す
。
幼
い
頃
か
ら

「
長
男
、
跡
取
り
」
の
言
葉
を
祖
父
母
か
ら
聞

か
さ
れ
、
自
分
も
そ
の
つ
も
り
で
大
き
く
な

り
ま
し
た
。 

第
二
の
職
場
、
地
元
の
農
協
に
勤
め
る
こ

と
で
鬼
無
里
地
域
の
隅
々
ま
で
知
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。
そ
の
中
で
お
年
寄
り
、
特

に
鬼
無
里
の
人
口
区
分
で
最
も
多
い
七
十

歳
代
の
独
り
及
び
ご
夫
婦
で
暮
ら
し
て
お

ら
れ
る
家
庭
の
多
い
こ
と
に
驚
か
さ
れ
ま

し
た
。 

私
の
自
宅
は
鬼
無
里
地
域
で
公
共
施
設

ま
で
の
距
離
、
長
野
市
街
地
ま
で
の
公
共
交

通
機
関
の
利
便
性
、
農
耕
地
の
条
件
な
ど
全

て
の
面
で
最
も
良
い
地
区
に
あ
り
ま
す
。
そ

の
様
な
地
区
で
も
こ
こ
数
年
独
り
暮
ら
し
、

空
家
、
耕
地
の
荒
廃
が
進
ん
で
来
ま
し
た
。 

こ
れ
か
ら
の
五
年
・
十
年
後
に
は
お
そ

ら
く
半
数
以
上
の
家
が
空
家
に
な
り
、
耕
地

も
後
継
者
が
い
な
い
こ
と
か
ら
そ
れ
に
比

例
し
荒
廃
が
進
む
こ
と
と
思
わ
れ
ま
す
。 

そ
の
様
な
時
に
「
ま
め
っ
て
ぇ
鬼
無
里
」
の

設
立
に
参
加
し
、
仲
間
と
、
ま
た
「
ま
め
っ
て

ぇ
鬼
無
里
」
の
賛
同
者
と
元
気
な
鬼
無
里
創

り
に
働
け
る
こ
と
が
楽
し
く
な
り
ま
し
た
。 

自
分
の
出
来
る
こ
と
を
行
っ
て
悔
い
の
無

い
一
年
、
五
年
、
十
年
を
過
ご
し
頑
張
っ
て

み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

そ
し
て
十
年
後
、
今
年
の
設
立
時
に
描
い

た
持
続
可
能
な
鬼
無
里
が
そ
こ
に
在
る
こ

と
を
願
っ
て
い
ま
す
。 

お
蔭
を
持
ち
ま
し
て
会
員
数
が
百
五
十
余

名
と
な
り
ま
し
た
皆
で
頑
張
り
た
い
と
思

い
ま
す
。 

10

月

30

日
、
オ

ー
ス
ト
リ
ア
の
ヴ
ェ

ル
フ
ェ
ン
ベ
ン
グ
村

の
ペ
ー
タ
ー
村
長

を
お
迎
え
し
て
国

際
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

を
開
催
し
ま
し
た
。

テ
ー
マ
は
「
こ
れ
か

ら
の
こ
こ
ち
よ
い

鬼
無
里
を
考
え
る
」

で
す
。
住
ん
で
い
る

人
に
と
っ
て
も
、
訪

れ
る
人
に
と
っ
て
も

「
こ
こ
ち
よ
い
」
鬼

無
里
に
す
る
に
は

ど
う
し
た
ら
…
。 

＊
＊
＊
＊
＊ 

「
き

な

さ

ご

こ

ち
」
と
は
、
鬼
無
里

を
心
地
よ
く
し
て

い
く
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
総
称
で
す
。 

そ
の
「
き
な
さ
ご

こ
ち
」
記
念
す
べ
き

第
１
回
目
の
イ
ベ

ン
ト
で
あ
る
今
回

の
国
際
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
で
、
ア
ン
ケ
ー

ト
を
取
り
ま
し
た
。

ず
ば
り
「
あ
な
た
に

と
っ
て
こ
こ
ち
よ
い

鬼
無
里
と
は
？
」

 

自給自足を進めていき、
安心して生活できる地域 
（60 代女性・鬼無里在住） 

11月 23日に、交通システムについ
て意見を出してもらう会を行いま
す。鬼無里全体の交通について検
討していきますが、まずは地元住
民、とりわけ保育園・小学校・中学
校保護者が、鬼無里の交通システ
ムに何を求めているのかを教えて
もらいます。長所短所を洗い出し、
やるべきことを浮き彫りにしてみた
いと思います。 

自然の中で生かされてい
ることを感じられる鬼無里 
（男性・鬼無里在住） 

安心したくらし 
（50 代男性・鬼無里在住） 

「また来たい」と思える、
「住んでみたい」と思える 
（70 代男性・鬼無里在住） 

年を取っても自然体で暮ら
せる鬼無里であること 
（60 代女性・鬼無里在住） 

バイオマスにより、自然
とエネルギー、工業が正
しく合わさった村 
（20 代男性・地区外在住） 

仲良しの人が笑って集
える地域 
（60代男性・地区外在住）

夏、涼しく過ごすことがで
き、地元産の食材でおいし
いごはんが食べられること 
（40 代男性・地区外在住） 

地域の雰囲気や土地柄・
人柄がよいこと 
（30 代女性・地区外在住） 

何の不安もないということ 
（20 代女性・地区外在住） 

親・子・孫で暮らしていける
ようになればいいかも。 
自然と共に生きる 
（20 代女性・地区外在住） 

都会から抜け出てこの地区に
入ると、心と体が癒されます。 
（70 代男性・地区外在住） 

家族で食事ができる 
（30 代男性・鬼無里在住） 

子どもの笑い声が 
聞こえる鬼無里 
（鬼無里在住） 


